


 

35才以上の高年不妊患者の妊娠,分娩,児の発育状況を,1980年および1981年の2年間に太

田総合病院で分娩した症例を対象として調査した。同期間の慶応大学病院産科での分娩例

についても調査し比較検討した。 

 太田総合病院での同期間の分娩は1904例あり,分娩年令構成は25～29才までが最多年令

層で 51.5%をしめており,25～34 才までに 84.1%が集中している。24 才未満は 10.9%であ

り,35 才以上は 5%,95 例で高年不妊患者の分娩例は18 例である。慶応大学病院では同期間

に1,865例の分娩があり,35才以上の高年出産者は228例,高年不妊患者は64例であった。

分娩年令構成は30～34才までが,最多年令層であり44.1%をしめ,25～34才に82.3%がある。

24 才未満は 5.5%にすぎず,35才以上は 12.2%,40 才以上でも 1.8%となっている。このよう

に,太田総合病院に比べ高年化傾向が強く,不妊治療センターをもつ大都市大学病院として

の特徴が認められる。 


